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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第27期

第３四半期累計期間
第28期

第３四半期累計期間
第27期

会計期間
自　2017年４月１日
至　2017年12月31日

自　2018年４月１日
至　2018年12月31日

自　2017年４月１日
至　2018年３月31日

売上高 (千円) 531,211 619,206 743,402

経常利益 (千円) 22,141 17,338 27,062

四半期（当期）純利益 (千円) 39,084 15,468 41,160

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,240,721  1,240,721 1,240,721

発行済株式総数 (株) 5,692,800 5,692,800 5,692,800

純資産額 (千円) 1,244,537 1,262,009 1,246,588

総資産額 (千円) 1,345,407 1,370,457 1,370,174

１株当たり四半期（当期）純利益金額 (円) 6.87 2.72 7.23

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 92.5  92.1 91.0
 

 

回次
第27期

第３四半期会計期間
第28期

第３四半期会計期間

会計期間
自　2017年10月１日
至　2017年12月31日

自　2018年10月１日
至　2018年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 1.34 0.97
 

 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営
指標等の推移については記載しておりません。

　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。
　３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。
　４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。
 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券

報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第３四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであり

ます。

　

(1) 業績の状況

 
当第３四半期累計期間における世界経済は、アメリカと中国の貿易摩擦が激化し、好調であった

アメリカ経済にも影を落としつつあり、世界経済の減速懸念が広がっております。

我が国の製造業でも日本経済は依然底堅く、原油価格の下落が素材業種にはプラスに寄与する一

方、中国経済の減速を背景に加工業種では悪化の兆しが表れております。

このような状況下、当社は、事業方針「高精度・高機能に特化した樹脂製品の提供」及び「対処

すべき課題」の具体的施策として、「当社の強みを活かした営業力の強化」、「顧客提案力の向上

と開発効率の向上」、「経費の削減と人材育成」を引き続き推進しております。

ナノ／マイクロ・テクノロジー関連分野では、映像機器分野については、デジタルカメラ市場は

依然、縮小基調が続いているため、弱含みで推移しております。その反面、前期より重点的に取り

組んでおります「当社の強みを活かした営業力の強化」の成果として、ＯＡ機器分野や産業機器分

野を中心に売上は引き続き順調に増加しております。また、レジャー分野での新規案件でも引き続

き順調に増加しております。

パルスインジェクター®（以下、ＰＩＪという）は、大手企業の研究所や大学からの受注も順調に

増えております。また、引き続き、研究開発を支えるツールとして多分野への展開を推進いたしま

す。

マクロ・テクノロジー関連分野につきましては、年度末に向けて全般的に受注が増加しており、

堅調さを維持しております。高耐熱性・高熱伝導体・低温硬化等の固形封止材「エポクラスター®

クーリエ」をはじめとする固形封止材につきましては、引続き半導体デバイスメーカーや産業機器

メーカー等へサンプル供給しながら事業を展開・推進しており、レジャー関連分野では、一部が量

産へと移行しております。

 なお、全般的な受注増加に伴い、新規設備の導入と人員の増強を実施しております。

 
以上の結果、当第３四半期の売上高は619百万円（前年同期比16.6％増）、営業利益は15百万円

（前年同期比25.1％減）、経常利益は17百万円（前年同期比21.7％減）、四半期純利益は15百万円

（前年同期比60.4％減）となりました。

 
なお、前年の第１四半期の四半期純利益に、役員退職慰労引当金戻入額19百万円を特別利益とし

て計上したため、累計の前年同期四半期純利益は大幅に増加しております。

EDINET提出書類

クラスターテクノロジー株式会社(E02483)

四半期報告書

 3/13



 

 
当第３四半期セグメントの業績は次のとおりであります。

 
①ナノ／マイクロ・テクノロジー関連事業
 

ナノ／マイクロ・テクノロジー関連事業につきましては、機能性樹脂複合材料及び機能性精密成

形品並びにＰＩＪ関連製品の当第３四半期累計期間の売上高は473百万円（前年同期比19.5％

増）、セグメント利益は189百万円（前年同期比3.1％減）となりました。

 
②マクロ・テクノロジー関連事業
 

マクロ・テクノロジー関連事業につきましては、機能性樹脂複合材料、樹脂成形碍子及び金型・

部品の当第３四半期累計期間の売上高は139百万円（前年同期比9.5％増）、セグメント利益は21百

万円（前年同期比2.6％減）となりました。

 
③その他事業
 

その他の事業につきましては、医療薬品容器の異物検査事業などにより、当第３四半期累計期間

の売上高は６百万円（前年同期比19.2％減）、セグメント利益は３百万円（前年同期比5.1％増）

となりました。

 
(2) 財務状態の分析 

財政状態につきましては、総資産は1,370百万円となり、2018年３月期末に比して０百万円増加し

ました。

負債は、108百万円となり、2018年３月期末に比して15百万円減少いたしました。これは主に、買

掛金が11百万円減少したことによるものであります。

　純資産は、1,262百万円となり、2018年３月期末に比して15百万円増加いたしました。これは主

に、四半期純利益の計上により利益剰余金が増加したためであります。

　また、自己資本比率は、2018年３月期末に比して1.1ポイント増加して92.1％となりました。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。
　

(4) 研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は25百万円であります。

なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
　

(5) 主要な設備

当第３四半期累計期間において重要な設備の取得、除却、売却などはありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

 

① 【株式の総数】
 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

 

② 【発行済株式】
 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株)
(2018年12月31日)

提出日現在
発行数（株）

(2019年２月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 5,692,800 5,692,800
東京証券取引所
JASDAQ(グロース)

単元株式数100株

計 5,692,800 5,692,800 ― ―

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

 

① 【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2018年10月１日～
2018年12月31日

― 5,692,800 ― 1,240,721 ― 5,927
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】
 

① 【発行済株式】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認で

きないため、記載することができないことから、直前の基準日(2018年９月30日)に基づく株主名

簿による記載をしております。

 
2018年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 100 ― ―

完全議決権株式(その他)
 

普通株式 5,692,000
 

56,920 ―

単元未満株式 普通株式 700
 

― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 5,692,800 ― ―

総株主の議決権 ― 56,920 ―
 

（注）１．当社は、権利内容に何ら限定のない標準的な株式のみを発行しております。

２．「単元未満株式」の株式数の欄には、当社所有の自己株式100株が含まれております。
 

② 【自己株式等】
  2018年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

クラスターテクノロジー株式会社
大阪府東大阪市渋川町

４丁目５番28号
100 ― 100 0.00

計 ― 100 ― 100 0.00
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第63号)に基づいて作成しております。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(2018年10月１日

から2018年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(2018年４月１日から2018年12月31日まで)に係る

四半期財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、従来、当社が監査証明を受けている新日本有限責任監査法人は、2018年７月１日に名称を変

更し、EY新日本有限責任監査法人となりました。

 
３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】
           (単位：千円)

          
前事業年度

(2018年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2018年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 786,175 762,343

  受取手形及び売掛金 ※1  131,057 ※1  144,212

  商品及び製品 17,734 18,427

  仕掛品 46,478 41,295

  原材料及び貯蔵品 38,782 39,635

  その他 2,103 3,130

  流動資産合計 1,022,332 1,009,045

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 172,006 165,992

   土地 160,500 160,500

   その他（純額） 8,240 29,436

   有形固定資産合計 340,746 355,929

  無形固定資産 4,675 4,062

  投資その他の資産 2,420 1,419

  固定資産合計 347,841 361,411

 資産合計 1,370,174 1,370,457

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 38,232 26,876

  未払法人税等 12,542 ―

  賞与引当金 11,123 5,698

  その他 52,053 66,241

  流動負債合計 113,951 98,816

 固定負債   

  長期未払金 9,634 9,632

  固定負債合計 9,634 9,632

 負債合計 123,585 108,448

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,240,721 1,240,721

  資本剰余金 1,393,981 5,927

  利益剰余金 △1,388,054 15,468

  自己株式 △59 △107

  株主資本合計 1,246,588 1,262,009

 純資産合計 1,246,588 1,262,009

負債純資産合計 1,370,174 1,370,457
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】
           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 2017年４月１日
　至 2017年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

売上高 531,211 619,206

売上原価 310,588 405,027

売上総利益 220,622 214,179

販売費及び一般管理費 199,953 198,705

営業利益 20,669 15,473

営業外収益   

 受取利息 698 701

 売電収入 1,655 1,602

 その他 78 411

 営業外収益合計 2,432 2,715

営業外費用   

 売電原価 959 849

 その他 － 1

 営業外費用合計 959 850

経常利益 22,141 17,338

特別利益   

 役員退職慰労引当金戻入額 19,320 －

 特別利益合計 19,320 －

税引前四半期純利益 41,461 17,338

法人税、住民税及び事業税 2,376 1,870

法人税等合計 2,376 1,870

四半期純利益 39,084 15,468
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 
(四半期貸借対照表関係)

※１ 四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

 なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が、四半期会

計期間末残高に含まれております。　

 
前事業年度

(2018年３月31日)
当第３四半期会計期間

(2018年12月31日)

受取手形 1,713千円
 

 

 1,928千円
 

 
 

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

　なお、第３四半期累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
(自 2017年４月１日
至 2017年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年12月31日)

減価償却費 10,512千円
 

 

 10,037千円
 

 
 

　

（株主資本等関係）

Ⅰ  前第３四半期累計期間(自　2017年４月１日 至　2017年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第３四半期累計期間(自　2018年４月１日 至　2018年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 
  ３．株主資本の著しい変動

　当社は、2018年５月25日開催の取締役会において、会社法第459条第１項の規定に基づく定款

の定めにより、資本準備金の額の減少及び剰余金の処分について決議し、同日付で資本準備金の

うち1,388,054千円をその他資本剰余金に振り替えた後、その他資本剰余金1,388,054千円を繰越

利益剰余金の欠損填補に充当いたしました。

　この結果、資本剰余金が1,388,054千円減少し、利益剰余金が1,388,054千円増加しておりま
す。　

　

EDINET提出書類

クラスターテクノロジー株式会社(E02483)

四半期報告書

10/13



 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 2017年４月１日 至 2017年12月31日)

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
      (単位：千円)

 

報告セグメント

その他事業
(注)１

合計 調整額

四半期
損益計算書
計上額
(注)２

ナノ／
マイクロ・
テクノロ
ジー事業

マクロ・
テクノロ
ジー事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 396,484 127,242 523,726 7,484 531,211 ― 531,211

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 396,484 127,242 523,726 7,484 531,211 ― 531,211

セグメント利益 195,473 21,750 217,223 3,398 220,622 ― 220,622
 

(注)１．「その他事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療薬品容器の異物検査事

業を含んでおります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

 
２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年12月31日)

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
      (単位：千円)

 

報告セグメント

その他事業
(注)１

合計 調整額

四半期
損益計算書
計上額
(注)２

ナノ／
マイクロ・
テクノロ
ジー事業

マクロ・
テクノロ
ジー事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 473,771 139,391 613,162 6,043 619,206 ― 619,206

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 473,771 139,391 613,162 6,043 619,206 ― 619,206

セグメント利益 189,431 21,176 210,607 3,572 214,179 ― 214,179
 

(注)１．「その他事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療薬品容器の異物検査事

業を含んでおります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

　

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

 
前第３四半期累計期間
(自 2017年４月１日
至 2017年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 6円87銭 2円72銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額(千円) 39,084 15,468

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 39,084 15,468

普通株式の期中平均株式数(株) 5,692,758 5,692,708
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。

 

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

２０１９年２月１４日

クラスターテクノロジー株式会社

取締役会  御中
　

 EY新日本有限責任監査法人
 

　
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 山　　本　　秀　　男 印
 

　
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 谷   間   　   薫 印
 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げら
れているクラスターテクノロジー株式会社の２０１８年４月１日から２０１９年３月３１日までの
第２８期事業年度の第３四半期会計期間（２０１８年１０月１日から２０１８年１２月３１日ま
で）及び第３四半期累計期間（２０１８年４月１日から２０１８年１２月３１日まで）に係る四半
期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを
行った。　

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠
して四半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。

　
監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認
められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に
対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手
続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸
表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、クラスターテクノロジー株式会社
の２０１８年１２月３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成
績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係
はない。

以  上
 

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

    ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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